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日本経済の発展・拡大に伴い、全国規模の電話網整備を促進するため一層の高性
能化が要求されることになり、標準クロスバ交換機として「C400形クロスバ交換
機」が開発された。加入者線交換機としてだけでなく、市外発着信機能を付加す
ることにより市外交換機としても動作、機能させることができたので、初めて全
国自動ダイヤル接続可能な電話網が完成した。この交換機が全国展開されたこと
によって長年の積滞解消に寄与した。この高い性能と経済性は国際的な競争力を
もち、製造メーカから輸出も行われた。国民生活の発展、新たな生活様式の創出
に顕著な役割を果たしたものとして重要である。
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